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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル端末の拡張ベースであって、前記拡張ベースは、第１のコネクタと、イネーブ
ル回路と、スイッチ回路と、電源とを備え、金属シールドが、前記第１のコネクタ上に配
置され、前記金属シールドは、前記イネーブル回路に接続され、前記モバイル端末が、前
記拡張ベースに挿入されたときには、前記モバイル端末の第２のコネクタは、前記第１の
コネクタと接触し、前記金属シールドは、接地のために前記第２のコネクタに接続され、
前記イネーブル回路は、前記モバイル端末に電気的に接続され、前記モバイル端末によっ
て転送された検出された電気信号に従って、イネーブル信号を生成し、前記スイッチ回路
は、前記イネーブル回路に接続され、前記イネーブル信号の制御下で電圧を出力し、前記
電圧の制御下で、前記拡張ベースが、電力を供給するための前記電源を有効化するように
し、前記モバイル端末が、前記拡張ベースから取り外されたときには、前記第２のコネク
タは、前記第１のコネクタと接触を解除し、前記イネーブル回路は、前記モバイル端末か
ら電気的に切断され、前記イネーブル信号を生成するのを停止し、前記スイッチ回路は、
前記電圧を出力するのを停止し、前記電圧の前記制御下で、前記拡張ベースが、電力を供
給するための前記電源を有効化することができないようにする、拡張ベース。
【請求項２】
　前記イネーブル回路は、第１のスイッチ要素を備え、前記第１のスイッチ要素は、制御
エンドと、第１の接続エンドと、第２の接続エンドとを備え、前記制御エンドは、前記金
属シールドに接続され、前記第１の接続エンドは、前記拡張ベースの電源ポートＶＢＵＳ
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ピンに接続され、前記第２の接続エンドは、前記スイッチ回路に接続され、前記イネーブ
ル回路が、前記モバイル端末に電気的に接続されたときには、前記制御エンドは、接地の
ために前記第２のコネクタに接続され、前記制御エンドは、前記第１の接続エンドと前記
第２の接続エンドが導通され、前記イネーブル信号が前記第２の接続エンド上に生成され
るように、前記モバイル端末からハイレベル信号を受け取り、前記モバイル端末が、前記
拡張ベースから取り外されたときには、前記制御エンドは、前記第１の接続エンドと前記
第２の接続エンドが切断され、前記イネーブル信号が前記第２の接続エンド上に生成され
ないように、解放される、請求項１に記載の拡張ベース。
【請求項３】
　前記第１のスイッチ要素は、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタであり、前記第１のスイ
ッチ要素の前記制御エンドは、前記Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタのゲート電極であり
、前記第１のスイッチ要素の前記第１の接続エンドは、前記Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジ
スタのソース電極であり、前記第１のスイッチ要素の前記第２の接続エンドは、前記Ｐ型
電界効果ＭＯＳトランジスタのドレイン電極である、請求項２に記載の拡張ベース。
【請求項４】
　前記スイッチ回路は、第２のスイッチ要素を備え、前記第２のスイッチ要素は、制御エ
ンドと、第１の接続エンドと、第２の接続エンドとを備え、前記第２のスイッチ要素の前
記制御エンドは、前記第１のスイッチ要素の前記第２の接続エンドに接続され、前記第２
のスイッチ要素の前記第１の接続エンドは、前記拡張ベースの前記電源ポートＶＢＵＳピ
ンに接続され、前記第２のスイッチ要素の前記第２の接続エンドは、前記電圧を選択的に
出力するように構成され、前記イネーブル回路が、前記モバイル端末に電気的に接続され
たときには、前記第２のスイッチ要素の前記制御エンドは、前記第２のスイッチ要素の前
記第１の接続エンドと前記第２の接続エンドが導通され、前記第２のスイッチ要素の前記
第２の接続エンドが前記電圧を出力するように、前記イネーブル信号を受け取り、前記モ
バイル端末が、前記拡張ベースから取り外されたときには、前記第２のスイッチ要素の前
記制御エンドは、前記第２のスイッチ要素の前記第１の接続エンドと前記第２の接続エン
ドが切断され、前記第２のスイッチ要素の前記第２の接続エンドが前記電圧を出力するの
を停止するように、解放される、請求項２に記載の拡張ベース。
【請求項５】
　前記第２のスイッチ要素は、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタであり、前記第２のスイ
ッチ要素の前記制御エンドは、前記Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタのゲート電極であり
、前記第２のスイッチ要素の前記第１の接続エンドは、前記Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジ
スタのソース電極であり、前記第２のスイッチ要素の前記第２の接続エンドは、前記Ｐ型
電界効果ＭＯＳトランジスタのドレイン電極である、請求項４に記載の拡張ベース。
【請求項６】
　前記スイッチ回路は、ＮＰＮトランジスタをさらに備え、前記ＮＰＮトランジスタのベ
ースは、前記第１のスイッチ要素の前記第２の接続エンドに接続され、前記ＮＰＮトラン
ジスタのエミッタは、接地され、前記ＮＰＮトランジスタのコレクタは、前記第２のスイ
ッチ要素の前記制御エンドに接続される、請求項４に記載の拡張ベース。
【請求項７】
　モバイル端末の拡張ベースのための電源管理方法であって、前記拡張ベースは、第１の
コネクタと、イネーブル回路と、スイッチ回路と、電源とを備え、前記イネーブル回路に
接続された金属シールドが、前記第１のコネクタ上に配置され、前記電源管理方法は、
　前記モバイル端末が、前記拡張ベースに挿入されたときには、前記モバイル端末の第２
のコネクタによって、前記第１のコネクタと接触し、前記金属シールドによって、接地の
ために前記第２のコネクタに接続し、前記イネーブル回路によって、前記モバイル端末に
電気的に接続し、前記モバイル端末によって転送された検出された電気信号に従って、イ
ネーブル信号を生成し、前記スイッチ回路によって、前記イネーブル回路に接続し、前記
イネーブル信号の制御下で電圧を出力し、前記電圧の制御下で、前記拡張ベースが、電力
を供給するための前記電源を有効化するようにするステップと、
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　前記モバイル端末が、前記拡張ベースから取り外されたときには、前記第２のコネクタ
によって、前記第１のコネクタと接触を解除し、前記イネーブル回路によって、前記モバ
イル端末から電気的に切断され、前記イネーブル信号を生成するのを停止し、前記スイッ
チ回路によって、前記電圧を出力するのを停止し、前記電圧の前記制御下で、前記拡張ベ
ースが、電力を供給するための前記電源を有効化することができないようにするステップ
と
　を含む、電源管理方法。
【請求項８】
　前記イネーブル回路は、第１のスイッチ要素を備え、前記第１のスイッチ要素は、制御
エンドと、第１の接続エンドと、第２の接続エンドとを備え、前記制御エンドは、前記金
属シールドに接続され、前記第１の接続エンドは、前記拡張ベースの電源ポートＶＢＵＳ
ピンに接続され、前記第２の接続エンドは、前記スイッチ回路に接続され、
　前記イネーブル回路が、前記モバイル端末に電気的に接続されたときには、前記制御エ
ンドは、接地のために前記第２のコネクタに接続され、前記制御エンドは、前記第１の接
続エンドと前記第２の接続エンドが導通され、前記イネーブル信号が前記第２の接続エン
ド上に生成されるように、前記モバイル端末からハイレベル信号を受け取り、
　前記モバイル端末が、前記拡張ベースから取り外されたときには、前記制御エンドは、
前記第１の接続エンドと前記第２の接続エンドが切断され、前記イネーブル信号が前記第
２の接続エンド上に生成されないように、解放される、
　請求項７に記載の電源管理方法。
【請求項９】
　前記スイッチ回路は、第２のスイッチ要素を備え、前記第２のスイッチ要素は、制御エ
ンドと、第１の接続エンドと、第２の接続エンドとを備え、前記第２のスイッチ要素の前
記制御エンドは、前記第１のスイッチ要素の前記第２の接続エンドに接続され、前記第２
のスイッチ要素の前記第１の接続エンドは、前記拡張ベースの前記電源ポートＶＢＵＳピ
ンに接続され、前記第２のスイッチ要素の前記第２の接続エンドは、前記電圧を選択的に
出力するように構成され、
　前記イネーブル回路が、前記モバイル端末に電気的に接続されたときには、前記第２の
スイッチ要素の前記制御エンドは、前記第２のスイッチ要素の前記第１の接続エンドと前
記第２の接続エンドが導通され、前記第２のスイッチ要素の前記第２の接続エンドが前記
電圧を出力するように、前記イネーブル信号を受け取り、
　前記モバイル端末が、前記拡張ベースから取り外されたときには、前記第２のスイッチ
要素の前記制御エンドは、前記第２のスイッチ要素の前記第１の接続エンドと前記第２の
接続エンドが切断され、前記第２のスイッチ要素の前記第２の接続エンドが前記電圧を出
力するのを停止するように、解放される、
　請求項８に記載の電源管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源管理技術の分野に関し、詳細には、モバイル端末の拡張ベース、および
拡張ベースのための電源管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線ネットワーク端末の補助デバイスとして、拡張ベースは、Ｗｉ－Ｆｉなどの無線ネ
ットワークのネットワークインターフェース拡張および信号強調などの機能を有し、これ
は、大きく、無線ネットワークの使用シナリオを拡張し、人々の生活を円滑にし得る。無
線ネットワーク端末が、挿入されていないときでも、拡張ベースは、依然として、相対的
に大きい電力消費を有する。電力消費を減らし、拡張ベースのサービス寿命を延ばすため
には、電力供給が停止されて、拡張ベースを無効化する必要がある。
【０００３】
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　現在は、通常、拡張ベースに電力を供給するために、外部電源が、使用され、または内
蔵電源が、有効化される。これに基づいて、無線ネットワーク端末が、拡張ベースから取
り外され、拡張ベースへの電力供給が、停止されたときには、外部電源は、手動で取り外
される必要があり、または内蔵電力スイッチは、手動でオフにされる必要がある。したが
って、操作は、面倒であり、ユーザ体験は、相対的に貧弱である。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の実施形態は、モバイル端末の拡張ベース、および拡張ベースのための電源管理
方法を提供する。拡張ベースへの電力供給は、使用体験を改善するために、無線ネットワ
ーク端末が取り外されたときに、手動操作なしに、停止されることができる。
【０００５】
　本発明の実施形態において使用される技術的解決手法は、以下の通りである。
【０００６】
　第１の態様は、モバイル端末の拡張ベースを提供し、本発明の実施形態における拡張ベ
ースは、第１のコネクタと、イネーブル回路と、スイッチ回路と、電源とを含み、金属シ
ールドが、第１のコネクタ上に配置され、金属シールドは、イネーブル回路に接続され、
モバイル端末が、拡張ベースに挿入されたときには、第２のコネクタは、第１のコネクタ
と接触し、金属シールドは、接地のために第２のコネクタに接続され、イネーブル回路は
、モバイル端末に電気的に接続され、イネーブル信号を生成し、スイッチ回路は、イネー
ブル回路に接続され、イネーブル信号の制御下で電圧を出力し、電圧の制御下で、拡張ベ
ースが、電力を供給するための電源を有効化するようにし、モバイル端末が、拡張ベース
から取り外されたときには、第２のコネクタは、第１のコネクタと接触を解除し、イネー
ブル回路は、モバイル端末から電気的に切断され、イネーブル信号を生成するのを停止し
、スイッチ回路は、電圧を出力するのを停止し、電圧の制御下で、拡張ベースが、電力を
供給するための電源を有効化することができないようにする。
【０００７】
　第１の態様に関連して、第１の可能な実装形態においては、スイッチ回路は、第１のス
イッチ要素を含み、第１のスイッチ要素は、制御エンドと、第１の接続エンドと、第２の
接続エンドとを含み、制御エンドは、金属シールドに接続され、第１の接続エンドは、拡
張ベースの電源ポートＶＢＵＳピンに接続され、第２の接続エンドは、スイッチ回路に接
続され、イネーブル回路が、モバイル端末に電気的に接続されたときには、制御エンドは
、接地のために第２のコネクタに接続され、制御エンドは、第１の接続エンドと第２の接
続エンドが導通され、イネーブル信号が第２の接続エンド上に生成されるように、モバイ
ル端末からハイレベル信号を受け取り、モバイル端末が、拡張ベースから取り外されたと
きには、制御エンドは、第１の接続エンドと第２の接続エンドが切断され、イネーブル信
号が第２の接続エンド上に生成されないように、解放される。
【０００８】
　第１の態様の第１の可能な実装形態に関連して、第２の可能な実装形態においては、第
１のスイッチ要素は、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタであり、第１のスイッチ要素の制
御エンドは、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタのゲート電極であり、第１のスイッチ要素
の第１の接続エンドは、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタのソース電極であり、第１のス
イッチ要素の第２の接続エンドは、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタのドレイン電極であ
る。
【０００９】
　第１の態様の第１の可能な実装形態に関連して、第３の可能な実装形態においては、ス
イッチ回路は、第２のスイッチ要素を含み、第２のスイッチ要素は、制御エンドと、第１
の接続エンドと、第２の接続エンドとを含み、第２のスイッチ要素の制御エンドは、第１
のスイッチ要素の第２の接続エンドに接続され、第２のスイッチ要素の第１の接続エンド
は、拡張ベースの電源ポートＶＢＵＳピンに接続され、第２のスイッチ要素の第２の接続
エンドは、電圧を選択的に出力するように構成され、イネーブル回路が、モバイル端末に
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電気的に接続されたときには、第２のスイッチ要素の制御エンドは、第２のスイッチ要素
の第１の接続エンドと第２の接続エンドが導通され、第２のスイッチ要素の第２の接続エ
ンドが電圧を出力するように、イネーブル信号を受け取り、モバイル端末が、拡張ベース
から取り外されたときには、第２のスイッチ要素の制御エンドは、第２のスイッチ要素の
第１の接続エンドと第２の接続エンドが切断され、第２のスイッチ要素の第２の接続エン
ドが電圧を出力するのを停止するように、解放される。
【００１０】
　第１の態様の第３の可能な実装形態に関連して、第４の可能な実装形態においては、第
２のスイッチ要素は、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタであり、第２のスイッチ要素の制
御エンドは、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタのゲート電極であり、第２のスイッチ要素
の第１の接続エンドは、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタのソース電極であり、第２のス
イッチ要素の第２の接続エンドは、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタのドレイン電極であ
る。
【００１１】
　第１の態様の第３の可能な実装形態に関連して、第５の可能な実装形態においては、電
源回路は、ＮＰＮトランジスタをさらに含み、ＮＰＮトランジスタのベースは、第１のス
イッチ要素の第２の接続エンドに接続され、ＮＰＮトランジスタのエミッタは、接地され
、ＮＰＮトランジスタのコレクタは、第２のスイッチ要素の制御エンドに接続される。
【００１２】
　第２の態様は、モバイル端末の拡張ベースのための電源管理方法を提供し、拡張ベース
は、第１のコネクタと、イネーブル回路と、スイッチ回路と、電源とを含み、イネーブル
回路に接続された金属シールドが、第１のコネクタ上に配置され、本発明の実施形態にお
ける方法は、モバイル端末が、拡張ベースに挿入されたときに、モバイル端末の第２のコ
ネクタによって、第１のコネクタと接触し、金属シールドによって、接地のために第２の
コネクタに接続し、イネーブル回路によって、モバイル端末に電気的に接続し、イネーブ
ル信号を生成し、スイッチ回路によって、イネーブル回路に接続し、イネーブル信号の制
御下で電圧を出力し、電圧の制御下で、拡張ベースが、電力を供給するための電源を有効
化するようにするステップと、モバイル端末が、拡張ベースから取り外されたときに、第
２のコネクタによって、第１のコネクタと接触を解除し、イネーブル回路によって、モバ
イル端末から電気的に切断され、イネーブル信号を生成するのを停止し、スイッチ回路に
よって、電圧を出力するのを停止し、電圧の制御下で、拡張ベースが、電力を供給するた
めの電源を有効化することができないようにするステップとを含む。
【００１３】
　第２の態様に関連して、第１の可能な実装形態においては、イネーブル回路は、第１の
スイッチ要素を含み、第１のスイッチ要素は、制御エンドと、第１の接続エンドと、第２
の接続エンドとを含み、制御エンドは、金属シールドに接続され、第１の接続エンドは、
拡張ベースの電源ポートＶＢＵＳピンに接続され、第２の接続エンドは、スイッチ回路に
結合され、スイッチ回路が、モバイル端末に電気的に接続されたときには、制御エンドは
、接地のために第２のコネクタに接続され、制御エンドは、第１の接続エンドと第２の接
続エンドが導通され、イネーブル信号が第２の接続エンド上に生成されるように、モバイ
ル端末からハイレベル信号を受け取り、モバイル端末が、拡張ベースから取り外されたと
きには、制御エンドは、第１の接続エンドと第２の接続エンドが切断され、イネーブル信
号が第２の接続エンド上に生成されないように、解放される。
【００１４】
　第２の態様の第１の可能な実装形態に関連して、第２の可能な実装形態においては、ス
イッチ回路は、第２のスイッチ要素を含み、第２のスイッチ要素は、制御エンドと、第１
の接続エンドと、第２の接続エンドとを含み、第２のスイッチ要素の制御エンドは、第１
のスイッチ要素の第２の接続エンドに接続され、第２のスイッチ要素の第１の接続エンド
は、拡張ベースの電源ポートＶＢＵＳピンに接続され、第２のスイッチ要素の第２の接続
エンドは、電圧を選択的に出力するように構成され、イネーブル回路が、モバイル端末に
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電気的に接続されたときには、第２のスイッチ要素の制御エンドは、第２のスイッチ要素
の第１の接続エンドと第２の接続エンドが導通され、第２のスイッチ要素の第２の接続エ
ンドが電圧を出力するように、イネーブル信号を受け取り、モバイル端末が、拡張ベース
から取り外されたときには、第２のスイッチ要素の制御エンドは、第２のスイッチ要素の
第１の接続エンドと第２の接続エンドが切断され、第２のスイッチ要素の第２の接続エン
ドが電圧を出力するのを停止するように、解放される。
【００１５】
　本発明の実施形態の有益な効果は、以下の通りである。モバイル端末が、拡張ベースに
挿入されたときには、拡張ベースのコネクタの金属シールドは、モバイル端末のコネクタ
と接触し、拡張ベースのイネーブル回路は、モバイル端末に電気的に接続され、イネーブ
ル信号を生成し、スイッチ回路は、イネーブル信号の制御下で電圧を出力し、電圧の制御
下で、拡張ベースが、電力を供給するための電源を有効化するようにし、モバイル端末が
、拡張ベースから取り外されたときには、イネーブル回路は、イネーブル信号を生成する
のを停止し、スイッチ回路は、電圧を出力するのを停止し、電圧の制御下で、電力が拡張
ベースに供給されることができないようにする。結果として、拡張ベースは、使用体験を
改善するために、無線ネットワーク端末などのモバイル端末の挿入／取り外しに従って、
ユーザの手動操作なしに、自動的に電源をオンにされることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　本発明の実施形態における技術的解決手法をより明瞭に説明するために、実施形態を説
明するために必要とされる添付の図面について以下で簡潔に説明する。明らかに、以下の
説明における添付の図面は、本発明のいくつかの実施形態を示しており、当業者は、創造
的な努力なしに、依然として、これらの添付の図面から他の図面を導出し得る。
【図１】本発明による、拡張ベースの実施形態の回路の等価な概略図である。
【図２】本発明による、モバイル端末の実施形態の回路の等価な概略図である。
【図３】図１に示されたイネーブル回路の実施形態の回路の等価な概略図である。
【図４】図１に示されたスイッチ回路の第１の実施形態の回路の等価な概略図である。
【図５】図１に示されたスイッチ回路の第２の実施形態の回路の等価な概略図である。
【図６】図１に示されたスイッチ回路の第３の実施形態の回路の等価な概略図である。
【図７】本発明による、拡張ベースのための電源管理方法の実施形態の概略フローチャー
トである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の実施形態の目的、技術的ソリューション、および利点をより明瞭にするために
、本発明の実施形態における添付の図面を参照して、本発明の実施形態における技術的ソ
リューションを以下で明瞭かつ完全に説明する。明らかに、説明される実施形態は、本発
明の実施形態の一部であり、すべてではない。本発明の実施形態に基づいて、創造的な努
力なしに、当業者によって獲得される他のすべての実施形態は、本発明の保護範囲内に包
含されるものとする。
【００１８】
　本発明の実施形態は、図１に示される回路構造を有する、拡張ベースを提供する。電源
と、電力を供給するように、または供給しないように電源を制御する電力スイッチが、拡
張ベース内に組み込まれ、または拡張ベースに外部的に接続される。電力スイッチは、そ
のオン／オフが電圧変化を使用することによって制御されるスイッチであり得る。具体的
には、電力スイッチは、電圧が第１の事前設定された閾値よりも大きいときには、オンに
され、電力スイッチは、電圧が第２の事前設定された閾値よりも小さいときには、オフに
される。第１の事前設定された閾値は、第２の事前設定された閾値以上である。電圧は、
モバイル端末から来る。すなわち、モバイル端末は、モバイル端末が拡張ベースに挿入さ
れたときには、拡張ベースに電圧を出力する。モバイル端末は、モバイル端末が拡張ベー
スから取り外されたときには、拡張ベースに電圧を出力するのを停止する。
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【００１９】
　挿入は、物理的構造を使用することによって、モバイル端末と拡張ベースとの間で実施
され得る。例えば、そのタイプが雄型コネクタである第２のコネクタが、モバイル端末上
に配置され、そのタイプが雌型コネクタである第１のコネクタが、拡張ベース上に配置さ
れ、または雌型コネクタが、モバイル端末上に配置され、雄型コネクタが、拡張ベース上
に配置される。本発明のこの実施形態におけるモバイル端末は、ＷｉＦｉ（Ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ、ワイヤレスフィデリティ）などの、無線ローカルエリアネット
ワーク（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、ＷＬＡＮ）のアク
セスデバイスであり得る。対応して、拡張ベースは、無線ネットワークの信号強度を増幅
するように、または無線ネットワークのアクセスノードをより多くユーザに提供するよう
に構成され得る。本発明の実施形態における以下の記述は、例としてこれを使用すること
によって行われ、決して本明細書においては限定的なものではない。
【００２０】
　図１に示されるように、拡張ベースは、第１のコネクタ（雄型コネクタ）１１と、イネ
ーブル回路１２と、スイッチ回路１３とをさらに含む。金属シールド（シールド）１４が
、第１のコネクタ１１上に配置され、金属シールド１４は、ＵＳＢ－ＤＥＴＥＣＴピンを
使用することによって、イネーブル回路１２に接続される。イネーブル回路１２は、スイ
ッチ回路１３に接続される。本発明の実施形態の記述においては、「接続」という用語は
、直接的な電気接続、または間接的な電気接続を指す。例えば、ＵＳＢ－ＤＥＴＥＣＴピ
ンとイネーブル回路１２との間の接続、およびイネーブル回路１２とスイッチ回路１３と
の間の接続は、直接的な電気接続であり得、または別の保護デバイスを使用することによ
る間接的な電気接続であり得る。
【００２１】
　図２に示されるように、金属シールド（シールド）２２および複数のインターフェース
ピンが、モバイル端末の第２のコネクタ（雌型コネクタ）２１上に配置される。第２のコ
ネクタ２１は、５つのピンを有し、第２のコネクタ２１および第１のコネクタ１１が別々
に有する５つのピンのうち、電源ポートＶＢＵＳピンは、モバイル端末の電源に接続され
るように構成され、Ｄ＋ピンおよびＤ－ピンは、データを送るように構成され、ＩＤピン
は、接続されたデバイスのタイプを識別するように構成され、ＧＮＤピンは、接地される
ように構成される。金属シールド２２は、複数のピン（例えば、図に示される６つのピン
）を使用することによって接地される。これに基づいて、金属シールド２２およびＧＮＤ
ピンは、短絡状態にある。
【００２２】
　モバイル端末が、拡張ベースに挿入されたときには、
　第２のコネクタ２１は、第１のコネクタ１１と接触し、第１のコネクタ１１の金属シー
ルド１４は、第２のコネクタ２１の金属シールド２２と接触し、金属シールド２２を使用
することによって接地される。このケースにおいては、拡張ベースのイネーブル回路１２
は、モバイル端末に電気的に接続され、モバイル端末によって転送された検出された電気
信号に従って、イネーブル信号を生成し、スイッチ回路１３は、イネーブル信号の制御下
で電圧を出力し、電圧は、モバイル端末の電源によって出力され、拡張ベースの電力スイ
ッチは、拡張ベースの電源が、拡張ベースに電力を供給するのを自動的に開始するように
、（第１の事前設定された閾値よりも大きい）電圧の制御下で、オンにされる。
【００２３】
　モバイル端末が、拡張ベースから取り外されたときには、
　第２のコネクタ２１は、第１のコネクタ１１と接触を解除され、第１のコネクタ１１の
金属シールド１４は、第２のコネクタ２１の金属シールド２２と接触を解除され、イネー
ブル回路１２は、モバイル端末から電気的に切断され、イネーブル信号を生成するのを停
止し、スイッチ回路１３は、電圧を出力するのを停止し、拡張ベースの電力スイッチは（
電圧が第２の事前設定された閾値よりも小さい場合）、電圧の制御下で、拡張ベースが、
電力を供給するための電源を有効化することができないように、オフにされる。
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【００２４】
　先行技術と比べて、本発明のこの実施形態においては、モバイル端末が、取り外された
ときには、拡張ベースは、手動で拡張ベースの外部電源を取り外す、または内蔵電力スイ
ッチをオフにする必要なしに、自動的に電源をオフにされ、動作を停止することができ、
拡張ベースは、モバイル端末が、挿入されたときには、ユーザの手動操作およびマン－マ
シン対話の複雑さが減らされることができ、ユーザ体験が大きく改善されることができる
ように、動作するために自動的に電源をオンにされることができることが分かる。
【００２５】
　上述のイネーブル回路１２およびスイッチ回路１３の動作原理および処理に基づいて、
本発明のこの実施形態が実現可能であることを説明するために、その２つの特定の回路構
造を以下で説明する。
【００２６】
　図３は、図１に示されたイネーブル回路１２の第１の実施形態の回路の等価な概略図で
ある。図３に示されるように、イネーブル回路１２は、第１のスイッチ要素１２１を含む
。第１のスイッチ要素１２１は、制御エンドＧ1と、第１の接続エンドＳ1と、第２の接続
エンドＤ1とを含む。制御エンドＧ1は、拡張ベースの第１のコネクタ１１の金属シールド
１４に接続するように、イネーブル回路１２のＵＳＢ－ＤＥＴＥＣＴピンに接続される。
第１の接続エンドＳ1は、拡張ベースの第１のコネクタ１１の電源ポートＶＢＵＳピンに
接続される。第２の接続エンドＤ1は、スイッチ回路１３に接続するように、イネーブル
回路１２のＰＯＷＥＲ－ＥＮピンに接続される。
【００２７】
　図４は、図１に示されたスイッチ回路１３の第１の実施形態の回路の等価な概略図であ
る。図４に示されるように、スイッチ回路１３は、第２のスイッチ要素１３１と、ＮＰＮ
トランジスタ１３２とを含む。第２のスイッチ要素１３１は、制御エンドＧ2と、第１の
接続エンドＳ2と、第２の接続エンドＤ2とを含む。ＮＰＮトランジスタ１３２のベース（
Ｂａｃｅ）Ｂは、第１のスイッチ要素１２１の第２の接続エンドＤ1に接続するように、
スイッチ回路１３のＰＯＷＥＲ－ＥＮピンに接続される。ＮＰＮトランジスタ１３２のエ
ミッタ（Ｅｍｉｔｔｅｒ）Ｅは、接地される。ＮＰＮトランジスタ１３２のコレクタ（Ｃ
ｏｌｌｅｄｔｏｒ）Ｃは、第２のスイッチ要素１３１の制御エンドＧ2に接続される。第
２のスイッチ要素１３１の第１の接続エンドＳ2は、拡張ベースの電源ポートＶＢＵＳピ
ンに接続される。第２のスイッチ要素１３１の第２の接続エンドＤ2は、スイッチ回路１
３の電圧出力エンド、すなわち、ＶＳＹＳ－５Ｖ０ピンに接続され、拡張ベースの電力ス
イッチを制御するために使用される電圧を選択的に出力するように構成される。
【００２８】
　図３および図４を参照すると、モバイル端末が、拡張ベースに挿入されたときには、イ
ネーブル回路１２は、モバイル端末に電気的に接続され、第１のスイッチ要素１２１の制
御エンドＧ1は、第２のコネクタ２１を使用することによって接地され、第１のスイッチ
要素１２１の制御エンドＧ1は、第１のスイッチ要素１２１が導通され、すなわち、第１
のスイッチ要素１２１の第１の接続エンドＳ1と第２の接続エンドＤ1が接続され、イネー
ブル信号が第１のスイッチ要素１２１の第２の接続エンドＤ1上に生成されるように、モ
バイル端末からハイレベル信号を受け取る。ＮＰＮトランジスタ１３２のベースＢは、ハ
イレベルを有するイネーブル信号を受け取った後、すなわち、ＮＰＮトランジスタ１３２
のエミッタＥとコレクタＣが接続された後、導通される。イネーブル信号は、コレクタＣ
によって、第２のスイッチ要素１３１の制御エンドＧ2に転送される。第２のスイッチ要
素１３１の制御エンドＧ2が、イネーブル信号を受け取った後、第２のスイッチ要素１３
１が、導通され、すなわち、第２のスイッチ要素１３１の第１の接続エンドＳ2と第２の
接続エンドＤ2が、接続され、第２のスイッチ要素１３１の第２の接続エンドＤ2が、電圧
を出力する。拡張ベースの電力スイッチは、電圧が第１の事前設定された閾値よりも大き
いときには、オンにされ、電源は、拡張ベースに電力を供給するのを自動的に開始する。
【００２９】
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　モバイル端末が、拡張ベースから取り外されたときには、第１のスイッチ要素１２１の
制御エンドＧ1は、第１のスイッチ要素１２１が切られ、すなわち、第１のスイッチ要素
１２１の第１の接続エンドＳ1と第２の接続エンドＤ1が切断され、イネーブル信号が第１
のスイッチ要素１２１の第２の接続エンドＤ1上に生成されないように、解放され、第２
のスイッチ要素１３１の制御エンドＧ2は、第２のスイッチ要素１３１が切られ、すなわ
ち、第２のスイッチ要素１３１の第１の接続エンドＳ2と第２の接続エンドＤ2が切断され
、第２のスイッチ要素１３１の第２の接続エンドが電圧を出力するのを停止するように、
解放される。拡張ベースの電力スイッチは、電圧が第２の事前設定された閾値よりも小さ
いときには、オフにされ、電源は、拡張ベースに電力を供給するのを自動的に停止する。
【００３０】
　この実施形態においては、第１のスイッチ要素１２１は、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジ
スタであり得、第１のスイッチ要素１２１の制御エンドＧ1は、Ｐ型電界効果ＭＯＳトラ
ンジスタのゲート電極であり、第１のスイッチ要素１２１の第１の接続エンドＳ1は、Ｐ
型電界効果ＭＯＳトランジスタのソース電極であり、第１のスイッチ要素１２１の第２の
接続エンドＤ1は、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタのドレイン電極である。同様に、第
２のスイッチ要素１３１は、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタであり得、第２のスイッチ
要素１３１の制御エンドＧ2は、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタのゲート電極であり、
第２のスイッチ要素１３１の第１の接続エンドＳ2は、Ｐ型電界効果ＭＯＳトランジスタ
のソース電極であり、第２のスイッチ要素１３１の第２の接続エンドＤ2は、Ｐ型電界効
果ＭＯＳトランジスタのドレイン電極である。
【００３１】
　この実施形態におけるＮＰＮトランジスタ１３２の機能は、第２のスイッチ要素１３１
が導通されることができることを保証するために、第１のスイッチ要素１２１によって出
力されるイネーブル信号を増幅することである。これに基づいて、本発明の別の実施形態
においては、ＮＰＮトランジスタ１３２は、配置されないことがあり、すなわち、第２の
スイッチ要素１３１の制御エンドＧ2は、第１のスイッチ要素１２１の第２の接続エンド
Ｄ1に直接的に接続される。
【００３２】
　本発明のこの実施形態におけるイネーブル回路１２およびスイッチ回路１３は、他の回
路構造を、例えば、第１のスイッチ要素１２１および第２のスイッチ要素１３１にそれぞ
れ接続され、回路構造全体を保護するように構成された、抵抗およびコンデンサなどの関
連構造を有してもまたよいことが理解されるべきである。
【００３３】
　スイッチ回路１３は、図５に示されるＤＣ／ＤＣ（直流、電力変換直流）チップであり
得る。ＤＣ／ＤＣチップの入力エンドＰおよび電源ポートＶＢＵＳピンは、ともに、第１
のスイッチ要素１２１の第２の接続エンドＤ1に接続され、入力エンドＰは、第１のスイ
ッチ要素１２１によって出力されたイネーブル信号（例えば、３ボルト）を受け取るよう
に構成され、電圧（例えば、３．３ボルト）が、出力エンドＶＤＤ－３Ｖ３から出力され
る。この実施形態における回路構造は、単純であり、相対的に低いコストを有する。
【００３４】
　スイッチ回路１３は、図６に示されるＯＶＰ（ＯｖｅｒＶｏｌｔａｇｅ　Ｐｒｏｔｅｃ
ｔｉｏｎ、過電圧保護）／ＯＣＰ（ｏｖｅｒ　ｃｕｒｒｅｎｔ　ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ、
過電流保護）チップであり得る。ＯＶＰ／ＯＣＰチップの電源ポートＶＢＵＳピンは、第
１のスイッチ要素１２１の第２の接続エンドＤ1に接続され、第１のスイッチ要素１２１
によって出力されたイネーブル信号（例えば、３ボルト）を受け取るように構成され、電
圧（例えば、５ボルト）を出力エンドＶＳＹＳ－５Ｖ０から出力する。この実施形態は、
回路構造全体を保護するために、回路構造全体における電圧／電流の異常ケースを扱うこ
とができ、高い安全性を提供することができる。
【００３５】
　図７は、本発明による、拡張ベースのための電源管理方法の実施形態の概略フローチャ
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ートである。方法は、上述の実施形態のいずれか１つにおいて、拡張ベースのための電源
管理を実行するために使用される。モバイル端末が、拡張ベースに挿入され、拡張ベース
は、モバイル端末の機能拡張デバイスとして使用される。電源と、電力を供給するように
、または供給しないように電源を制御する電力スイッチが、拡張ベース内に組み込まれ、
または拡張ベースに外部的に接続される。拡張ベースは、第１のコネクタと、イネーブル
回路と、スイッチ回路とをさらに含む。モバイル端末は、接地された第２のコネクタを含
む。イネーブル回路に接続された金属シールドが、第１のコネクタ上に配置される。図７
に示されるように、この実施形態における電源管理方法は、以下のステップを含む。
【００３６】
　ステップＳ７１：モバイル端末が、拡張ベースに挿入されたときには、第２のコネクタ
は、第１のコネクタと接触し、金属シールドは、接地のために第２のコネクタに接続され
、イネーブル回路は、モバイル端末に電気的に接続され、イネーブル信号を生成し、スイ
ッチ回路は、イネーブル信号の制御下で電圧を出力し、電圧の制御下で、拡張ベースが、
電力を供給するための電源を有効化するようにする。
【００３７】
　ステップＳ７２：モバイル端末が、拡張ベースから取り外されたときには、第２のコネ
クタは、第１のコネクタと接触を解除し、イネーブル回路は、モバイル端末から電気的に
切断され、イネーブル信号を生成するのを停止し、スイッチ回路は、電圧を出力するのを
停止し、電圧の制御下で、拡張ベースが、電力を供給するための電源を有効化することが
できないようにする。
【００３８】
　この実施形態における拡張ベースは、上述の回路構造を有する拡張ベースであり得、モ
バイル端末は、上述の回路構造を有するモバイル端末であり得る。したがって、電源管理
方法については、上述の拡張ベースおよびモバイル端末の動作原理および処理を参照され
たい。詳細は、ここでは説明されない。
【００３９】
　上述の説明は、本発明の実施形態にすぎず、本発明の保護範囲は、それに限定されない
ことを再度留意されたい。本発明において本明細書および添付の図面の内容を使用するこ
とによって、または他の関連技術分野において本発明を直接的または間接的に適用するこ
とによって行われる、すべての均等な構造変更または均等な手続き変更は、本発明の特許
保護範囲内に包含されるものとする。
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